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会 長   吉野 勝三郎    クラブ会長主題   「 クラブ 20年の歴史を振り返り、ＥＭＣにつなげよう！」 

副会長   林  京二    国際会長主題    「Let Us Walk in the Light-Together ともに、光の中を歩もう」                

松川 厚子   アジア会長主題  「Respect Y’s Movement ワイズ運動を尊重しよう」        

会 計    山崎 純子    東日本区理事主題 「Extension Membership ＆ Conservation 広げよう        

書 記  森下 千恵子            ワイズの仲間」  

                       関東東部部長主題 「義務を果たして、クラブと関東東部の活性化を図ろう」 

 
 

２月 

あなたの重荷を主にゆだねよ。主はあなたを支えてく

ださる。                        

詩篇 ５５篇 2２節 

Cast your cares on the LORD and he will sustain 

you; (Psalms55-22) 

 

２０１８年１月の統計（１月２４日） 

在籍１２名 出席者１０名  出席率９１％ 

 

 

２０１８ 2 月例会プログラム 

 
日 時：2 月 24 日（土）午後４：００～６：００ 

場 所：YMCA 川越センター  

・開会点鐘           吉野勝三郎会長 

・ワイズソング．ワイズの信条  一同 

・卓話〝Saitama YMCA & I” 

Benjamin Burger（ベンジャミン・バーガー） 

  

・紅あか販売について 

・諸報告 

・閉会点鐘           吉野勝三郎会長 

 
 

 

2017 年 1 月例会報告 

吉野 勝三郎 

2017-2018年度後半のスタートとなる2018年1月例

会を 1 月 27 日（土）午後 4:00 から、埼玉 YMCA 川越

センターで開催しました。 

 

今回の例会には、東京西クラブの吉田明弘メンを筆

頭に、石井元子メン、篠原文恵メン、鳥越成代メンの

4 名が、ＷＨＯウォーキングの川越散策の後に出席し

て下さいました。４名のゲストの方々は、例会終了後

近くの和食店での夕食会にも残ってくださり、大いに

ワイズメン同士の交流を深めることができました。当

日のＷＨＯウォーキングの川越散策には川越クラブ

から、利根川恵子メン、牛村永代メン、吉田公代メン

が地元ガイドとして参加されました。川越のことなら

何でも知っていると自負する面々ですが、以外や以外、

当日の散策で、初めて知ったこともあるということで、

東京西クラブの皆さんに感謝していました。 

 

例会では、まずは、次年度の役員を下記のように決め

ることができました。 

 

会 長 森下 千恵子 

副 会 長 松川 厚子 

書 記 吉野 勝三郎  

会 計 山崎 純子 

地域奉仕 鎌田 政稔 

会員増強 吉野 勝三郎 

国際・交流 利根川 恵子 

ユ ー ス 山本 剛史郎 

メネット 森下 千恵子 

 

3 月 3 日（土)･4 日（日）東山荘で開かれる、次年

度会長・役員研修の参加者確定のため、次年度役員の

連絡を何度も督促されていたので、早速、次年度の関

東東部部長衣笠輝夫メンに連絡することができまし

た。久しぶりに会長が変わりますので、今までとは一

味違った川越クラブになること確実です。皆さんの新

会長へのご協力とご支援をお願いします。 

 
議題としては、 

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA     AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB 
 

 

 

 

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒３５０－００４６ 川越市菅原町７－１６ 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 

c/o Kawagoe YMCA、 7-16 Sugawara-cho、 Kawagoe、 Saitama 350-0046 Japan 



 

１．川越クラブ チャーター20 周年の件 

 今年の 10 月 24 日に 20 周年を迎えるにあたり、特

別な周年事業を行うかどうかを話し合いました。次年

度と次々年度は、川越クラブの多くのメンバーが、関

東東部とアジア・太平洋地区の役員に就き多忙を極め

ることから、川越クラブの 20 周年記念は、簡素に行

うことを確認しました。まずは、20年の歴史を確認す

る必要があります。今後、例会毎に準備の進捗状況を

確認することにします。 

 

２．“紅あか”販売の件 

 故工藤メンの後を継いで、山崎 純子メンが、今ま

で 10 年以上に亘って“紅あか”の販売・仕入れ・発

送・代金回収までの全てを担当してくれています。昨

シーズンの実績が報告されましたが、残念ながら諸般

の事情から、昨シーズンの売り上げは 100 箱（5 Kg 箱

換算）を下回ったとのことです。山崎メンへの負担が

大きいことから、来シーズン以降の取り組みを再度検

討する必要があるとの認識で一致しました。 

 又、昨年は通年販売可能な加工品として、“芋せん

べい” “芋まつば” “芋なっとう” “芋チップ”

の４種類を、川越クラブのために「芋十」さんに製作

してもらって販売しました。今年も、継続しながら、

販売方法に工夫を凝らして、生ものの“紅あか”に代

わるような商材に育てる努力をすることにしました。 

 

 その他のこととしては、新年例会ということで、皆

さんから昨年の反省と今年の抱負を語ってもらいま

したが、多くの方が怪我や膝痛で苦労されたので、今

年は健康に過ごしたいと言われていたのが印象的で

した。 

 

 昨年 12 月に入会された利根川太郎メンも例会に出

席され、皆さんと親交を深められました。山本剛史郎

メンは、石巻からの帰路例会に 30 秒ほど顔を出され

ましたが、長旅で体調が悪いとのことでそのまま帰宅

されました。 

 

 
 

ＷＨＯウォーキングに参加  

                  利根川恵子 

去る 1 月 27 日（土）、東京西クラブと東京ＹＭＣＡ

杉並センターが運営している「Walking・ Holiday・

荻窪」、略して WHO の川越ウォーキングに参加しま

した。WHO は 1997 年に地域に向けた交流や健康づ

くりを目的に開始され、今回で 215 回目となります。

毎回 40 名ほどの参加者があるそうですが、寒い時期

のためか今回は30名ほどでした。川越クラブからは、

川越の「歩く辞書」とも言える牛村さんに吉田さんと

私の 3 名でおもてなしをいたしました。 

9 時 45 分川越駅集合で時間になると待たずに出発

という鉄則があり、ほぼ時間通りにバスに乗り、まず

は喜多院へ。喜多院では 3 つのグループに分かれ、ボ

ランティア・ガイドをお願いしての見学となりました。

喜多院には外国からのお客様をご案内して何度も行

っていますが、ガイドの方の説明を伺うと新しい知識

がたくさんあり、とても参考になりました。中院、東

照宮（外からの見学のみ）、喜多院（庫裡、客殿と五

百羅漢）と足早に見学して、次は歩いて三芳野神社へ

向かいました。道案内はもちろん牛村さんです。 

 

 
雪の残る中院でボランティア・ガイドの説明を聞く一行 

三芳野神社の歴史から、「通りゃんせ」の「ご用の

ない者通しゃせぬ」「帰りは怖い」など歌詞の意味も、

川越城内にあった神社だったから一般の参拝者に厳

しかったということを知り、感動しました。 

川越城本丸御殿は外から見て、川越城中ノ門堀跡で

は敵陣の侵入を阻む堀の構造の工夫を学び、その川越

城を作った太田道灌の像を市役所前でご紹介し、蔵の

町でお昼となりました。その後、川越祭り会館で川越

祭りの雰囲気を味わっていただき、時の鐘から大正ロ

マン通りに抜け、本川越駅へ戻る方はそのまま徒歩で、

川越駅へはバスに乗って解散となりました。 

とにかく 20 年以上も続く活動であること、参加者

が毎回多人数であり、しかも 70 代、80 代の方がたく

さんいらっしゃること、中心となって計画している東

京西クラブの吉田明弘ワイズの準備周到なこと、等々、

驚くことがたくさんありました。また機会がありまし

たら、是非参加させていただきたいと強く思いました。

皆様も健康づくりにご一緒しませんか。ちなみに 2 月

は例会日と重なりますが、3 月は 31 日（土）で、桜に

合わせて見沼田んぼと見沼通船堀を歩くそうです。 

 

理事通信から 

東日本区後期半年報  

1 月 1 日現在の後期半年報の集計が終わり、会員数



 

８８４名での後期スタートとなりました。入会者２⒋

名（内 1 名は川越クラブ）、退会者（逝去を含む）２

６名で２名の減でした。  

関東東部は、3 名の減という結果でした。我がクラ

ブも 15 名を目指して、会員増強を図りましょう。 

 

第  21 回 東 日 本 区 大 会 の 登 録 が 開 始

 
   ６月２日（土）～３日（日）に開催される、第２

１回東日本区大会（沼津）の登録受付が始まりました。

大会の案内書、登録申込書等が皆様のお手元に郵送さ

れていると思います。 

今大会の登録料は、メンバー13,000 円、メネット

10,000 円と非常に低額になっています。大会会場の

『プラサヴェルデ』は沼津駅北口 3 分のところで、

大駐車場も隣接しています。また、近隣にホテルも多

数あります。  

昨年、わがクラブがホストクラブとして第 20 回東

日本区大会を成功させました。ご協力・ご支援いただ

いた皆様への感謝も込めて、是非、多数のメンバーの

ご参加をお願いいたします。  

今大会では特別講演会として、バルセロナ・オリン

ピックの平泳ぎ 200m 金メダリスト、岩崎恭子さんの

「私の水泳人生～金メダルから学んだもの」がありま

す。 

また、前日の１日には理事杯ゴルフコンペ、前夜祭

があります。 

詳しくは郵送された案内書等をご参照され、締切は

４月３０日ですが、早めの登録をお願いいたします。 

 

第 73 回ワイズメンズクラブ国際協会国際大会

 
 来る 8月 9日（木）～12 日（日）に、韓国・よすに

おいて第 73 回ワイズメンズクラブ国際協会国際大会

が開催されます。下記のアドレスでホームページを見

ることができます。 

http://english.ysmen2018ic.org/ 

 なお、例年通り、前日の 8 月 8 日には 12 時からチ

ャリティゴルフコンペも計画されています。 

さらにインターナショナル・ユース・コンボケーシ

ョンも 8月 6日（月）～12 日（日）に開催され、東日

本区からは 4名のユースが参加予定です。クラブの例

会で卓話をした、アジア太平洋地域ユース代表の永坂

仁さんも参加します。 

 アーリーバード（早期登録割引）期間は 4 月 30 日

までです。詳細はホームページか利根川までお問い合

わせください。 

2019 年に仙台で開催される「アジア太平洋地域大会」

のポロモーションも始まりますので、東日本区大会同

様、多くの方のご参加をお願いいたします。 

  

 

YMCA 報告 
＜春のプログラムガイド申込受付中＞（幼児～高校生対

象） 

連休、春休みを楽しく有意義に過ごすプログラムのラ

インナップです。 

お申し込みはお早めに！ 

◆English Preschool（２～３歳、新年少／所沢） 

◆English Spring School（新年中～小６／所沢） 

◆English Spring Camp（新年中～少６／御殿場） 

◆水泳・体操子ども短期講習会（新年少～新中３／所

沢） 

◆スキーキャンプ各（新年長～高３／３泊 4 日） 

◆アクティブスクール（新年小～小６／３日間通い／

所沢） 

パンフレットのダウンロード 

http://www.saitamaymca.org/information/pdf/2017/

20180207springguide.pdf 

 
＜３月８日 （木）Yummy Lunch Cooking ４ 開

催！参加者募集中＞  

現在、川越センターで英語講師をしているSue先生（オ

ーストラリア出身）による料理教室を開催します。Sue

先生は、ご主人の仕事の関係で最近川越センター近く

に越して来ました。とても明るく素敵な女性です。メ

ニューは、同日までのお楽しみです。英語を使ってお

しゃべりしながらおいしいランチを楽しみません

か？  

開催日時： 

３月８日（木）1２:０0～1４:００  

参加費：２，１６０円（材料費込み）定員：８名  

 

 

 

 

 

 

http://english.ysmen2018ic.org/
http://www.saitamaymca.org/information/pdf/2017/20180207springguide.pdf
http://www.saitamaymca.org/information/pdf/2017/20180207springguide.pdf

